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落合恵美子 教授
略歴

学　歴

 1976 年 4 月 東京大学教養学部文科Ⅲ類入学

 1980 年 3 月 同大学文学部社会学科卒業

 1980 年 4 月 東京大学大学院社会学研究科修士課程入学

 1984 年 3 月 同大学院同研究科修士課程修了 社会学修士

 1984 年 4 月 同大学院同研究科博士課程進学

 1987 年 3 月 同大学院同研究科博士課程単位取得満期退学

職　歴

 1986 年 5 月 兵庫県家庭問題研究所主任研究員（～ 1987 年 3 月）

 1987 年 4 月 同志社女子大学助手（～ 1988 年 3 月）

 1988 年 4 月 同大学専任講師（～ 1994 年 3 月）

 1993 年 4 月   ケンブリッジ人口・社会構造史研究所客員研究員（～ 1994年 3月）

 1994 年 4 月 国際日本文化研究センター研究部助教授（～ 2003 年 3 月）

 2003 年 4 月 京都大学大学院文学研究科助教授（～ 2004 年 3 月）

 2004 年 4 月 京都大学大学院文学研究科教授（～ 2023 年 3 月）

 2006 年 3 月 フランス社会科学高等研究院客員研究員（～ 2006 年 4 月）

 2008 年 7 月   グローバル COE「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」

拠点リーダー（～ 2013 年 3 月）

 2010 年 9 月 ストックホルム大学客員教授（～ 2010 年 10 月）

 2012 年 4 月 京都大学文学研究科アジア親密圏 /公共圏教育研究センター長

   （～ 2015 年 3 月）

 2012 年 12 月 京都大学アジア研究教育ユニット長（～ 2015 年 3 月）

 2014 年 9 月   ブレーズ・パスカル国際研究職（Chaire internationale de 

recherche Blaise Pascal）（フランス社会科学高等研究院勤務）
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（～ 2016 年 9 月）

 2016 年 4 月   京都大学文学研究科アジア親密圏 /公共圏教育研究センター長

（～ 2023 年 3 月）

 2017 年 4 月 京都大学アジア研究教育ユニット長（～ 2023 年 3 月）

 2021 年 4 月 南京大学社会学院客員教授（～ 2023 年 12 月）

おもな学会活動

 1981 年  家族問題研究会

 1984 年    日本社会学会（1997 ～ 2000 年・2006 ～ 2009 年 理事、2012 ～

2015 年 常務理事、2018 ～ 2021 年 理事・国際交流委員長、2022

年～ 評議員）

 1986 年    比較家族史学会（2005 ～ 2007・2008 ～ 2010 年 理事、2017 ～

2019 年 会長、2020 ～ 2022・2023 年～理事）

 1988 年  日本家政学会家族関係部会

 1992 年    関西社会学会（1995 ～ 1998 年・2004 ～ 2007 年・2010 ～ 2013 年・

2019 ～ 2022 年 理事）

 1992 年    日本家族社会学会（1995 ～ 1998・2001 ～ 2004 年・2007 ～ 2010

年 理事）

 1994 年  Social Science History Association

 1994 年  日本人口学会

 1996 年  European Social Science History Association

 2003 年  日本村落研究学会

 2004 年  Association for Asian Studies

 2006 年    International Sociological Association（2010 ～ 2014 年 RC06

理事）

 2012 年  East Asian Social Policy Association（2012 ～ 2014 年 理事）

おもな社会活動

 1991 年 7 月 国民生活審議会専門委員
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 1996 年 5 月 国土審議会委員 

 1998 年 3 月 厚生省人口問題審議会専門委員

 1998 年 5 月 21 世紀日本の構想懇談会委員（内閣総理大臣決裁）

 1998 年 7 月 少子化への対応を考える有識者会議メンバー（内閣総理大臣決裁）

 1998 年 10 月 経済企画庁国民生活研究会委員

 2002 年 4 月 青少年の育成に関する有識者懇談会委員

 2003 年 12 月 内閣官房都市再生本部 都市再生戦略チーム委員

 2004 年 9 月 京都府男女共同参画審議会委員

 2005 年 10 月 日本学術会議会員（～ 2014 年 9 月）

 2012 年    The Intimate and the Public Spheres in Asian and Global 

Perspectives（Brill）シリーズ編者

 2014 年 10 月 日本学術会議連携会員

 2021 年 3 月 法制審議会家族法制部会委員

賞　罰

 1994 年    第 14 回山川菊栄婦人問題研究奨励賞（『21 世紀家族へ』有斐閣

により受賞）

 2004 年    第 2回日本人口学会普及奨励賞（速水融編『歴史人口学と家族史』

藤原書店 により共同受賞）

 2005 年   Outstanding Book on Asia Award（presented by the Asian and 

Asian-American Studies Section of the American Sociological 

Association）Tommy Bengtsson, Cameron Campbell and James 

Z. Lee eds., Life Under Pressure: Mortality and Living 

Standards in Europe and Asia, 1700-1900, the MIT Press によ

り共同受賞

 2015 年   Choice Outstanding Academic Titles 2014 （アメリカ図書館協会

/大学・研究図書館協会）Ochiai Emiko and Aoyama Kaoru eds., 

Asian Women and Intimate Work, Brill により受賞
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落合恵美子 教授
著 作 目 録

Ⅰ　著　書

Ⅰ-1　単　著

① 1989, 『近代家族とフェミニズム』勁草書房, 384 ＋ xv頁.

② 1994, 『21 世紀家族へ―家族の戦後体制の見かた・超えかた』有斐閣, 244 ＋ v頁.

　[1997,   『21 世紀家族へ―家族の戦後体制の見かた・超えかた（新版）』有斐閣, 281

＋ ix頁.]

　[1997,   The Japanese Family System in Transition: A Sociological Analysis of 

Family Change in Postwar Japan, Tokyo: LCTB International Library 

Foundation, 197 ＋ xii pp.　（『21 世紀家族へ』英訳） ]

③ 2000,   『近代家族の曲がり角』角川書店, 269 ＋ xi頁.

　[2004,   『21세기 가족에게 : 일본의 가족과 사회』（21 Segi Gajokege: Ilbon wi Gajok 

goa Sahoe）서울 :양서원（Yangseowon）, 326+3 pp. （『21世紀家族へ』韓国語訳）]

　[2004,   『21 世紀家族へ―家族の戦後体制の見かた・超えかた（第 3版）』有斐閣, 283

＋ xxii 頁.]　 

　[2010,   《21 世纪的日本家庭，何去何从》（郑杨译） 山东人民出版社, 234 页.（『21 世紀家

族へ』中国語訳）]

　[2012,   『근대가족 길모퉁이를 돌아서다』（Geundae Gajok, Glmoutungi-reul Doraseoda）
전미경（Jeon Mikyung）訳　동국대학교출판부（Dongguk University Press）, 

286 pp. （『近代家族の曲がり角』韓国語訳）]

　[2019,   『21 世紀家族へ―家族の戦後体制の見かた・超えかた（第 4版）』有斐閣, 316

＋ xxii頁.]

　[2021,   《21 世纪的日本家庭，何去何从》（郑杨译）社会科学文献出版社, 308页.（『21

世紀家族へ（第 4版）』中国語訳）] 

　[2022,   『近代家族とフェミニズム（増補新版）』勁草書房, 375+xxii頁.]

④ 2023, 『親密圏と公共圏の社会学―ケアの 20 世紀体制を超えて』有斐閣, 422 頁.
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Ⅰ-2　共　著

① 1989,   『現代人のライフコース』（三沢謙一・天木志保美・落合恵美子・南育弘・柳原

佳子著）ミネルヴァ書房, 234 ＋ xi頁.

② 1990,   『制度としての〈女〉―性・産・家族の比較社会史』（荻野美穂・田邊玲子・

姫岡とし子・千本曉子・長谷川博子・落合恵美子著）平凡社, 322 頁.

Ⅰ-3　編　著・共編著

① 2006,   『徳川日本のライフコース―歴史人口学との対話』（落合恵美子編）ミネルヴァ

書房, 448 頁.

② 2006, 『21 世紀アジア家族』（落合恵美子・上野加代子編）明石書店, 211 頁.

③ 2007,   『アジアの家族とジェンダー』（落合恵美子・山根真理・宮坂靖子編）勁草書房, 

319+x頁.

④ 2008, 『分岐する現代中国家族』（首藤明和・落合恵美子・小林一穂編）明石書店, 363 頁.

⑤ 2008,   Asia’s New Mothers: Crafting Gender Roles and Childcare Networks in East 

and Southeast Asian Societies,（Emiko Ochiai and Barbara Molony eds.）, 

Folkestone: Global Oriental, 207 pp.

⑥ 2009,   『歴史人口学と比較家族史』（落合恵美子・小島宏・八木透編）早稲田大学出版会, 

337+v頁.

⑦ 2009,   The Stem Family in Eurasian Perspective: Revisiting House Societies, 17th-

20th Centuries,（Antoinette Fauve-Chamoux and Emiko Ochiai eds.）, Bern: 

Peter Lang, 558pp.

⑧ 2010,   《亚洲社会的家庭和 性 系 ----中日韩新泰（五国六地）实证和比较研究》（落

合惠美子、宫坂靖子、周维宏、山根真理编著）世界知识出版社, 340页.

　[2011,   วิถีครอบครัวชาวเอเชียในศตวรรษที่ 21（เอะมิโกะ โอะชิอะอิ คะโยะโกะ อุเอะโนะ บรรณาธิการ, วรเวศม์ สุวรรณระดา 
แปลและบทนําฉบับแปล, อรรถยา สุวรรณระดา แปล）, สํานักพิมพ์แห่งจุฬาลงกรณ์มหาวิทยาลัย.（Worawet 

Suwanrada and Attaya Suwanrada trans.）. Chulalongkorn University 

Press, 284 pp. （『21 世紀アジア家族』タイ語訳）]

⑨ 2012,   『アジア女性と親密性の労働』（落合恵美子・赤枝香奈子編）京都大学学術出版会, 

329 頁.

⑩ 2013,   『親密圏と公共圏の再編成―アジア近代からの問い』（落合恵美子編）京都大

学学術出版会, 356 頁.

⑪ 2013,   Asian Women and Intimate Work（Ochiai Emiko and Aoyama Kaoru eds.）, 
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Leiden: Brill, 318pp.

⑫ 2014,   Transformation of the Intimate and the Public in Asian Modernity（Ochiai 

Emiko and Hosoya Leo Aoi eds.）, Leiden: Brill, 314 pp. 

⑬ 2015,   『徳川日本の家族と地域性―歴史人口学との対話』（落合恵美子編）ミネルヴァ

書房, 524+4 頁.

⑭ 2015,   『変革の としてのジェンダー―歴史・政策・運動』（落合恵美子・橘木俊詔編）

ミネルヴァ書房, 317 頁.

⑮ 2021,   Asian Families and Intimacies, 4 vols.（Ochiai Emiko and Patricia Uberoi  

eds.）, Delhi: Sage, 304+302+291+311pp.

⑯ 2021, 『どうする日本の家族政策』（落合恵美子編）ミネルヴァ書房, 299+x頁.

⑰ 2022,   『リーディングス アジアの家族と親密圏１家族イデオロギー』（森本一彦・平井

晶子・落合恵美子編）有斐閣, 442+xiii頁.

⑱ 2022,   『 リーディングス アジアの家族と親密圏２結婚とケア』（平井晶子・落合恵美子・

森本一彦編）有斐閣, 489+xiii頁.

⑲ 2022,   『 リーディングス アジアの家族と親密圏３セクシュアリティとジェンダー』（落

合恵美子・森本一彦・平井晶子編）有斐閣, 464+xiii頁.

⑳ 2022,   『東アジアは「儒教社会」か？―アジア家族の変容』（小浜正子・落合恵美子編）

京都大学学術出版会, 379 頁.

㉑ 2023,   『＜わたし＞から始まる社会学―家族とジェンダーから歴史、そして世界へ』

（平井晶子・中島満大・森本一彦・中里英樹・落合恵美子編）有斐閣, 330 頁.

㉒ 2023    Japanizing Japanese Families: Regional Diversity and the Emergence of a 

National Family Model through the Eyes of Historical Demography,（Ochiai 

Emiko and Hirai Shoko eds.）, Leiden: Brill.

Ⅰ-4　プロシーディングス

① 1998,   House and the Stem Family in EurAsian Perspective,（Antoinette Fauve-

Chamoux and Emiko Ochiai eds.）, the Proceedings of the C18 Session of the 

Twelfth International Economic History Congress held in Madrid, August 

24-28, Kyoto: EAP, International Research Center for Japanese Studies, 466 

pp.

② 2002,   The Logic of Female Succession, （Emiko Ochiai ed.）, the Proceedings of the 

19th International Research Symposium, International Research Center for 
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Japanese Studies, held in Kyoto, January 10-13, 323 pp.

③ 2010,   『いま構築されるアジアのジェンダー―人間再生産のグローバルな再編成』（落

合恵美子編）国際シンポジウム 36, 国際日本文化研究センター, 247 頁.

Ⅱ　学術論文

Ⅱ-1　学術誌掲載論文（単著）

① 1984,   「出産の社会史における二つの近代」『ソシオロゴス』8: 78-94.

② 1984,   「フェミニズム理論における家内性と近代」『女性学年報』5: 1-11.

③ 1985,   「フェミニズムの諸潮流」『ジュリスト増刊総合特集』39: 238-244.

④ 1985,   「〈近代家族〉の誕生と終焉―歴史社会学の眼」『現代思想』青土社, 13（6）: 

70-83.

⑤ 1987,   「江戸時代の出産革命―日本版『性の歴史』のために」『現代思想』青土社, 15（3）: 

131-141.

⑥ 1988,   「現代化路線と『婦女回家』論争のゆくえ」『わかりたいあなたのためのフェミ

ニズム入門』JICC 出版局, 210-221.

⑦ 1988,   「近代家族における子どもの位置」『家族研究年報』13: 8-14.

⑧ 1989,   「育児援助と育児ネットワーク」『家族研究』1: 109-133. 

⑨ 1989,   「家族の集団論的パラダイムを超えて」『家族関係学』8: 51-57.

⑩ 1989,   “The Modern Family and Japanese Culture: Exploring the Japanese Mother-

Child Relationship,” Review of Japanese Culture and Society, 3（1）:  7-20, 

Center for Inter-cultural Studies and Education, Sakado: Josai University.

⑪ 1995,   「『個人を単位とする社会』と『親子関係の双系化』」『ジェリスト』1059: 37-44.

⑫ 1995,     「近代家族論の曲がり角（1）」『日本研究』12: 89-100, 国際日本文化研究センター.

　[1997,   “Decent Housewives and Sensual White Women: Representations of Women 

in Postwar Japanese Magazines,” Japan Review,（9）: 151-169, Kyoto: 

International Research Center for Japanese Studies.（「ビジュアル・イメー

ジとしての女」（1990）の加筆・英訳）]

⑬ 2000,   “Debates over the Ie and the Stem Family: Orientalism East and West,” 

Japan Review, 12: 105-127, Kyoto: International Research Center for 

Japanese Studies.    　

⑭ 2001,   「アジア伝統家族の神話と現実―徳川日本における高齢者の居住形態」『APC

アジア太平洋研究』9: 5-16, アジア太平洋センター.
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　[2001,   “Myth and Reality of Asian Traditional Families: Living Arrangement of 

the Elderly in Tokugawa Japan,” Journal of Asian-Pacific Studies, 9: 7-21. 

Fukuoka: Asian-Pacific Center.  （「アジア伝統家族の神話と現実」（2001）の

英訳） ]

⑮ 2002,   「近世女性奉公人にとっての婚姻と出産―陸奥国安積郡下守屋村人別改帳の数量

分析」『女性歴史文化研究所紀要』10: 1-14.

⑯ 2003,   「アジアの共働き社会における子育てを支えるもの―中国・タイ・シンガポー

ルの場合」『現代のエスプリ』至文堂, 429: 93-107.

⑰ 2004,   「歴史人口学から見た家・村・ライフコース―小農社会論としての家・村論再考」

日本村落研究学会編『年報村落社会研究』39: 49-96. 

⑱ 2004,   「歴史的に見た日本の婚姻―原型か異文化か」『家族社会学研究』15（2）: 39-

51.

⑲ 2004,   「100 歳女性のライフヒストリー―九州海村の恋と生活」『京都社会学年報』

12: 57-95.

⑳ 2005,   「現代アジアにおける主婦の誕生―グローバル化と近代家族」『日本学報』24: 

3-28.

　[2005,   「일본 여성잡지로 보는 여성의 표상 : 젠더와 섹슈얼리티의 戰後 체제 」（日本の

女性雑誌に見る女性の表象―ジェンダーとセクシュアリティの戦後体制）

『美術史論壇』20: 447-75，韓国美術研究所．（「ビジュアル・イメージとしての女」

（1990）の加筆・韓国語訳）]

㉑ 2006,   「ユーラシアプロジェクトの達成―歴史人口学と家族史」『社会科学研究』　57

（3-4）: 57-80.

㉒ 2006,   “Familles et communautés villageoises du Japon des Tokugawa, diversité 

géographique et évolutions historiques,” Ebisu : Études japonaises, 36 : 55-

89.

㉓ 2007,   “The Postwar Japanese Family System in Global Perspective: Familism, 

Low Fertility, and Gender Roles,” U.S.-Japan Women’s Journal, 29: 3-36. 

㉔ 2008,   「アジアにおけるケアネットワークと福祉ミックス―家族社会学と福祉社会学

との結合」『家族研究年報』33: 3-20.

㉕ 2009,   “Care Diamonds and Welfare Regimes in East and South-East Asian 

Societies: Bridging Family and Welfare Sociology,” International Journal of 

Japanese Sociology, 18: 60-78. 
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㉖ 2010,   “Quitter l’Occident, rejoindre l’Orient : les ‘deux décennies perdues’ dans l’

évolution de la famille au Japon,” Ebisu : Études japonaises, 44: 185-204.

㉗ 2010,   “Reconstruction of Intimate and Public Spheres in Asian Modernity: 

Familialism and Beyond,” Journal of Intimate and Public Spheres, 0 : 2-22.

㉘ 2011,   “Unsustainable Societies: The Failure of Familialism in East Asia’s 

Compressed Modernity, ” Historical Social Research, 36（2）: 219-245.

㉙ 2011,   “Love and Life in Southwestern Japan : the Story of a One-Hundred-Year-

Old Lady, ” Journal of Comparative Family Studies, 42（3）: 399-409.

㉚ 2011,   “Nghịch lý hôn nhân ở ông Á” （Paradox of Marriage in East Asia), Tạp chí 

Nghiên cứu Gia ình và Giới （Family and Gender Studies） 21（4）: 84-91.

　[2012,   「東アジアの低出生率と家族主義―半圧縮近代としての日本」『哲学研究』

593:1-32.（“Unsustainable Societies ”（2011）の改稿・和訳）]

㉛ 2013,   “Paradigm Shifts in Japanese Family Sociology, ” International Journal of 

Japanese Sociology, 22: 104-127.

32 2014,   “Leaving the West, Rejoining the East?: Gender and Family in Japan’s Semi-

Compressed Modernity, ” International Sociology, 29: 209-228.

33 2014,   「アジアにおけるケアレジームの比較研究―3つのチャレンジ」『福祉社会学

研究』11: 29-45.

34 2013,   「近代世界の転換と家族変動の論理―アジアとヨーロッパ」『社会学評論』 64

（4）: 533-551，日本社会学会.

35 2016,   「フランス福祉国家の変容と子どものケア―『アジア化するヨーロッパ』仮説

の検討」『京都社会学年報』24: 17-55.

36 2017,   「日本研究をグローバルな視野に埋め直す―『日本』と『アジア』の再定義」『日

本研究』55: 85-103.

37 2018,   「法社会学が生み出した学際的ユートピアとその後―家族とジェンダーの社会

学の視点から」『法社会学』84: 142-155．

38 2019,   「『アジア』と『日本』の再定義―隣人と共に考えるための知的基盤形成」『社

会学評論』70（3）: 200-221. 
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